
切り花葉ボタンの 対策

近年、出荷中に葉が黄化する問題が発生しています（右写真）。
施肥量と保存温度の関係を明らかにし、留意点をまとめたので説明します。

10月下旬以降の追肥
色戻りが起こる可能性!普及指導員に相談

黄化を防ぐためのポイント！
定植時の 生育期に

収穫後は

①施肥量と保存温度が黄化に及ぼす影響

②収穫時の葉色と保存温度が黄化に及ぼす影響

黄化程度小

黄化程度中

黄化程度大

• 施肥量に関わらず10～15℃で保存する
ことで6日程度品質を保持

• 保存温度が20℃では、施肥量が多い方
が黄化しにくい

• 黄化は、収穫時の葉色が薄く、保存温度
が高い方が発生しやすい

• 10℃で保存すると、収穫時の葉色に関わ
らず3日程度品質を保持できる

黄化程度小

黄化程度中

黄化程度大

保存６日後

写真左上の数値：
葉の緑色の程度を示す値(SPAD値)値が大きいと緑が濃い

追肥 追肥定植 追肥

施肥量は
十分に！

肥切れが見られたら追肥！

出荷
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10-15℃の
低温で管理

追肥 収穫

12月
中下旬
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